
工
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化

学
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九

五

交

通

業

二
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物

品

販
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業
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五

λ

平

均

一

二

九

一

回

一

一

一

一

五

八

二

ハ

問

右
に
依
り
企
業
の
地
加
迎
抵
資
金
は
七
、
八
月
と
急
激
な
上
昇
仙
献
を
聞
い
て
来
た
が
、
九
、

十
月
と
漸
次
鈍
化
の
傾
向
に
あ
る
。
尤
も
同
一
業
種
に
あ
っ
て
も
個
々
の
企
業
に
よ
り
斉

一
件

を
欠
念
、
例
え
ば
手
持
資
材
量
に
於
て
も
現
在
柄
物
価
改
訂
前
の
買
入
資
材
一

0
ヶ
月
分
(
平

均
は

一
・
五
ヶ
月
と
推
定
さ
れ
る
〉
を
保
有
す
る
も
の
す
ら
存
在
す
る
。

兎
も
角
今
回
の
物
価
改
訂
の
衝
撃
は
突
の
所
企
業
に
と
っ
て
は
喧
伝
さ
れ
た
如
く
深
刻
で
は

沿
い
。
(
高
知
支
応
斎
服
)

九
λ 

二
四
五

ご
入
二

二
八
四

一O
三

一
四

O

主
要
企
業
設
備
の
損
耗
状
況

刀
口
n
H
a且
τ

・2ι

・

H
H苦
刊
の
L

.
寸」

・

(凶{弓骨付

l{i設設は

4管轄し

耗蒋が
のの~次
取 ー

情般
的
原
因

目

ぴ

ハ
門
は

し

が
き

最
近
我
国
工
業
生
産
は
漸
次
上
昇
し
つ
L
あ
る
が
、

戦
前
水
準
回
復
迄
に
は
未
だ
前
途
挫
速

で
あ
る
。
然
も
そ
の
袈
而
に
お
い
て
は
潜
在
的
な
縮
小
再
生
産
即
ち
凶
定
資
産
の
倹
潰
し
が
進

行
し
て
い
る
の
は
看
過
出
来
な
い
事
実
で
あ
っ
て
、
所
開
イ
ン
フ
レ
ド
に
お
け
る
過
少
償
却
問

題
と
い
わ
れ
て
い
る
の
が
之
で
あ
る
。

更
に
戦
時
中
の
増
産
強
行
が
勢
い
設
備
の
酷
使
と
な
り
、
そ
の
為
設
備
内
容
が
異
常
に
脆
弱

化
し
、
そ
れ
が
逐
次
稼
助
率
の
低
下
と
な
っ
て
現
わ
れ
ん
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
経
済
再
建
の

主

要

企

業

設

備

の

損

耗

状

況

為
生
産
水
準
の
其
の
安
定
向
上
を
計
る
に
は
先
づ
断
る
基
本
的
な
悪
条
件
克
服
が
必
要
で
あ

る。
殊
に
定
大
な
設
備
を
擁
し
、
経
費
及
び
赤
字
の
累
増
に
悩
ん
だ
基
礎
産
業
に
お
い
て
は
之
が

対
策
の
緊
急
性
が
縮
感
せ
ら
れ
て
い
る
。

以
下
当
地
に
お
け
る
主
要
企
業
中
技
術
損
耗
の
比
較
的
都
大
と
み
ら
れ
る
数
社
を
例
に
と
り

そ
の
実
情
を
検
討
す
る
こ
と
L
す
る
。

同
設
備
損
耗
の

一
般
的
原
因

企
業
は
そ
の
保
有
設
備
を
正
常
に
維
持
す
る
為
に
は
、
設
備
能
力
及
耐
用
度
に
照
応
す
る
適

正
操
業
を
行
う
と
共
に
、
稼
動
に
伴
う
磨
耗
を
カ
バ
ー
す
る
再
投
資
が
必
要
で
あ
る
。
然
る
に

設
備
の
克
新
が
順
調
に
行
わ
れ
な
い
場
合
は
、
時
日
の
経
過
と
共
に
、
損
耗
が
加
速
度
的
に
増

大
し
、
生
産
能
単
の
低
下
を
招
来
す
る
こ
と
L
な
る
。

我
国
の
企
業
設
備
は
戦
時
戦
後
の
激
動
期
に
お
い
て
一
般
に
拡
し
〈
消
耗
し
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
原
因
と
し
て
は
大
体
次
の
如
き
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

u
v
戦
時
中
は
軍
需
に
応
ず
る
為
、
生
産
駒
強
の
積
極
的
手
段
と
し
て
専
ら
設
備
の
新
設
拡
張

を
行
う
一
方
、
断
存
設
備
に
つ
い
て
は
生
・
厳
能
力
の
一
時
的
な
絞
り
出
し
の
み
に
急
で
、
補

強
改
修
等
の
迂
回
的
方
途
に
よ
る
生
産
点
の
維
持
湖
強
は
殆
ん
ど
等
閑
に
附
さ
れ
勝
で
あ
っ

た
。
従
っ
て
現
在
の
設
備
の
磨
耗
は
当
時
に
お
け
る
酷
使
の
結
果
と
見
ら
れ
る
場
合
が
多

B
V
 

H
H

戦
時
中
は
設
備
改
修
が
行
わ
れ
る
場
合
に
お
い
て
も
、

資
材
及
び
労
務
不
足
の
為
そ
の
場

限
り
の
も
の
が
多
く
そ
れ
に
よ
る
長
期
の
耐
用
は
望
み
得
な
い
許
り
で
な
〈
、

中
途
半
端
な

補
修
が
反
っ
て
そ
の
後
の
大
破
綻
の
原
凶
と
な
っ
た
例
も
数
え
ら
れ
て
い
る
。
(例、

炉
の

部
分
修
理
の
場
合
)

同
日
所
謂
戦
時
標
準
型
と
い
わ
れ
る
も
の
は
粗
悪
品
の
見
本
の
如
〈
考
え
ら
れ
て
庖
り
、
例
え

ば
当
時
の
戦
時
型
旋
盤
の
如
き
は
現
在
事
・
笑
上
使
用
困
難
で
、
反
っ
て
戦
前
の
も
の
が
稼
動

主
体
を
桝
成
し
て
い
る
場
合
も
見
受
け
ら
れ
る
。

帥
戦
災
、

水
省
に
依
る
直
接
的
被
仰
は
勿
論
、
基
礎
の
弛
級
、
崩
綾
等
に
伴
い
蝕
備
損
傷
が

間
接
的
に
加
盟
さ
れ
て
い
る
。

伺

戦

後

の
イ
ン
フ
レ
晶
、
進
に
伴
う
回
定
資
産
過
少
償
却
の
結
果
、

設
描
更
新
の
為
の
経
済
的

凶

七



論

説
(
そ
の
こ
)

産
業

・
物
価
等

基
礎
が
極
度
に
圧
迫
さ
れ
た
こ
と
。
即
ち
イ
ン
フ
レ
に
よ
り
既
存
回
定
資
・
涯
の
名
目
価
値
が

増
大
す
る
に
も
拘
わ
ら
ず
時
緬
許
価
を
許
さ
れ
な
い
為
、

償
却
額
が
不
当
に
低
く
な
ら
ざ
お

宮
得
な
い
。
そ
の
結
果
生
ず
る
利
益
が
税
金
等
の
社
外
流
出
と
な
り
、
設
備
取
換
の
為
の
資

金
源
が
袈
わ
れ
る
と
と
L
な
る
。
斯
〈
て
経
理
而
か
ら
設
備
の
損
耗
に
拍
車
を
か
け
る
結
果

と
な
っ
て
い
る
。

伺
終
戦
後
熟
練
工
の
分
散
と
民
間
巾
転
挽
時
の
一

時
的
熟
練
工
不
足
の
為
、
例
え
ば
化
学
工
業

に
お
け
る
温
度
調
節
、
機
器
工
業
に
お
け
る
機
械
操
作
を
誤
る
場
合
の
如
く
設
備
の
破
損
を

招
来
し
た
例
が
相
当
数
に
上
っ
て
い
る
。

同
戦
後
は
特
に
原
材
料
燃
料
の
品
質
が
低
下
し
山
内
純
物
の
含
有
庄
市
〈
そ
の
為
政
備
を
汚
制

す
る
こ
と
L
な
る
。
之
が
長
則
に
豆
り
継
続
さ
れ
た
場
合
は
、
就
中
化
学
工
業
に
お
い
て
は

大
耶
故
の
版
図
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。

判
終
戦
後
の
市
業
収
換
に
際
し
必
要
な
柿
修
改
良
を
徹
・民
的
に
行
わ
ず
に
操
業
を
い
恥
け
た

為
、
之
に
対
す
る
設
備
の
適
応
に
処
理
が
伴
い
、
損
耗
が
一
段
と
加
重
さ
れ
て
行
っ
た
と

L
L

。戦
後
労
資
関
係
不
円
滑
の
丸
、
生
陀
機
能
が
良
心
的
に
維
持
せ
ら
れ
ず
、
設
備
の
保
全
が

不
充
分
で
あ
っ
た
と
と
。

又
相
距
ぐ
労
働
攻
勢
の
波
に
押
さ
れ
て
、
人
件
貨
の
哨
山
叫
が
甚
し
い
為
に
設
備
補
修
余
力

が
狭
小
と
な
っ
た
も
の
も
あ
る
。

大
体
以
上
が
設
備
損
耗
の
一
般
的
な
袈
悶
と
み
ら
れ
、
こ
れ
ら
が
按
合
し
、
集
中
し
て
企
業

設
備
を
荒
廃
せ
し
め
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。川
知
も
そ
の
上
各
企
業
特
有
の
事
情
が
加
わ
り

設
備
の
闘
将
を
一
段
と
深
刻
化
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

伺
設
備
損
耗
の
実
情

当
地
主
要
企
業
設
備
は
前
述
の
如
合
加
盟
問
に
よ
り
全
般
的
に
現
政
相
当
の
机
粍
状
態
に
在

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
然
し
凡
て
の
A
I
業
に
つ
き
具
体
的
に
現
況
を
拙
錦
し
つ
く
す
の
は
閤

鰍
な
の
で
、
品
中
日
当
り
段
備
の
航
粁
が
特
に
川
・
似
の
状
態
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
大
食
業
と
し

て
鉄
鋼
業
、
化
学
工
業
、
交
泊
業
、
市
力
業
各
一

社
会
例
に
と
り
そ
の
央
情
を
鈍
う
こ
と
L
す

る。 (14 
{→ 
某
鉄
鋼
業
会
社

四
八

概

況

同
社
の
主
体
は
製
鋼
製
管
三
工
場
で
あ
る
が
、

A
工
場
は
戦
時
中
建
設
さ
れ
た
優
良
工
場

で
比
較
的
問
題
は
砂
ぐ
此
処
で
は
B
、
C
の
両
工
場
に
限
定
す
る
。

阿
正
揚
は
何
れ
も
建
設
以
来
数
十
年
を
経
過
し
、
昭
和
十
年
以
降
全
般
的
吏
祈
則
に
当
り

逐
次
取
換
を
行
い
つ
L
あ
っ
た
。
そ
の
後
戦
時
態
勢
へ
の
移
行
で
、
増
産
の
為
の
設
備
拡
張

に
盟
点
を
お
き
、
既
存
政
怖
の
取
換
柿
修
が
二
義
的
と
な
っ
た
為
現
在
尚
大
正
年
代
の
設
航

を
相
当
数
使
用
し
て
い
る
実
情
で
あ
る
。

円
J
H

(1) 

工

場

問
工
場
は
既
述
の
外
特
殊
の
事
制
に
よ
り
設
備
が
制
仰
を
受
け
つ
L
あ
る。

即
ち

刷
工
場
地
鍛
は
皆
泊
地
休
力

一
平
方
米
に
付
二
O
砲
に
対
し
僅
か
三
砲
と
い
う
脆
弱
地
で

B 附
和
二
十
年
迄
は
年

-O
粧
の
制
合
で
枕
F
し、

に
止
っ
て
い
る
が
、
こ
の
お
基
院
が
傾
斜
し
、

相
当
の
刑
制
似
を
諜
っ
て
い
る。

仰、

最
近
で
は
地
下
水
位

m減
の
為
年

一
腕

例
え
ば
平
炉
や
タ
イ
ヤ
|
ミ
ル
の
如
・
8
は

二
十
年
九
月
の
水
容
の
際
は
側
々
一
終
戦
瓜
後
の
こ
と
L
て
そ
の
後
三
ヶ
月
以
上
も
そ
の

拙
放
位
し
た
為
、
モ
ー
タ
ー
知
の
如
会
は
使
用
不
能
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

以
上
の
如
産
地
型
的
乃
卒
一
時
則
的
恕
条
件
も
加
わ
り
、
間
工
場
の
設
備
は
次
に
み
る
如
〈

一
般
的
に
耐
川
命
数
が
短
縮
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

φ
え
な
い
。

附

タ

イ

ヤ
l
ミ
ル

外
輪
製
造
の
生
命
部
を
な
し
て
い
る
タ
イ
ヤ
1

4
ル
一
基
は
大
正
八
年
設
催
し
た
も
の

で
あ
り
、
戦
時
中
は
発
動
機
ク
ラ
ン
ク
ケ
ー
ス
製
造
の
為
舵
位
し
た
結
栄
陸
し
〈
陪
耗

し
、
然
も
通
常
耐
川
命
数
=
十
五
年
合
問
に
経
過
し
て
い
お
為
早
急
に
刷
本
的
改
修
を
必

川氏
と
す
る
尖
怖
に
あ
る
。

刷

工

作

機

械

山
中
刷
、
自
動
部
川
門
川
の
機
械
加
工
部
門
の
肱
m
M
W工
作
機
械
五

O
O
A門
中
川
明
杭
抗
仕
上

げ
に
舵
川
し
て
い
る
七
一
合
は
よ
王
九
年
、
一
点
六
台
は
大
.孔
十
年
に
加
付
け
た
も
の
で
、

叫
に
迎
市
耐

m年
数
を
続
過
し
た
も
の
で
あ
る
。

最
近
央
地
別
読
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
般
向
仰
続
出
で
効
w
ゆ
が
掛
肢
に
恕
化
し
、
全
市
的
に

取
換
を
必
.
裂
と
す
る
も
の
九
三
台
、
大
修
引
を
加
え
れ
ば
尚
舵
用
可
能
の
も
の

一
六
二



台
、
合
計
二
五
五
台
で
、
若
耗
機
械
が
全
体
の
主
五
即
効
に
及
ん
で
い
る
。
尚
全
面
取
換
分

中
に
は
、
戦
時
期
旋
盤
約
一

O
台
が
数
え
ら
れ
、
標
準
耐
周
年
数
を
遥
か
に
下
廻
っ
て
お

り
、
戦
時
粗
悪
口
聞
の
醜
態
を
曝
け
出
し
て
い
る
。
従
っ
て
戦
前
及
戦
時
機
械
の
両
者
が
共

主
要
工
作
機
械
老
朽
程
度
別
一
覧
会

一三、

λ
、
一
〉

佐川
しい
川
川
内
川
一
一
川
に
い
け
は

D

一
A

一
B

一

c
一
D

一
A

一
B

一

c
一
D

一
A

一
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一

げ
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い
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江
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l
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E
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一

一

五

一

一
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三

一
i

R

一

二

三九一

七』
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ニ
一
一
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一

一
。
~
豆
一

回目
一一

園内
↑
一
三

内回
一

c.
締
修
後
使
用
可
問
機
微

D
、
全
面
的
収
集
又
は
火
改
修
を
援
す
る
綴
械

J 機 二 一 !

i! 日機機l
器|計四作作延彫械機械 i
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工

場

;g， 

合吹.:r:試逃(
酬
制
考
V

C 

蒸
気
汽
櫨
設
備

平
炉
及
び
製
輪
工
場
の
蒸
気
発
生
装
置
六
基
の
内
四
基
は
明
治
三
十
九
年
設
置
さ
れ
た

も
の
で
目
下
操
休
中
で
あ
る
。
現
在
稼
動
し
て
い
る
他
の
二
基
(
月
産
五

O
O国
)
も
大
正

七
年
据
付
に
か
L

る
も
の
で
年
齢
三
十
年
に
遥
し
、
通
常
の
ボ
イ
ラ
ー
耐
用
命
数
二
十
一
此

年
配
超
過
し
て
い
る
状
況
で
、
補
修
を
重
ね
て
漸
〈
現
在
に
至
っ
た
が
実
情
は
次
の
通
り

で
あ
る
。

凶
老
朽
に
よ
る
耐
圧
度
低
下
の
為
爆
発
の
危
険
が
あ
り
、
ひ
い
て
は
同
工
場
が
操
業
不

能
に
陥
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と。

間
ボ
イ
ラ
ー
一
基
一
時
間
稼
動
に
要
す
る
石
炭
は

0
・
四
八
胞
が
牒
準
で
あ
る
が
現
在

0
・
入
踏
を
消
仰
臥
し
て
お
り
、
又
石
炭
一
胞
に
よ
り
発
生
す
る
蒸
気
品
通
常
五
胞
の
処

三
・
六
踏
に
止
っ
て
お
り
、
極
め
て
熱
効
率
が
思
い
こ
と
。

間
ボ
イ
ラ
ー
及
び
パ
イ
プ
の
老
朽
に
よ
り
ボ
イ
ラ
ー
部
に
お
い
て
全
熱
量
の

一
五

%
、

十市

主
要
企
業
設
備
の
損
耗
状
況

に
現
在
磨
耗
状
態
に
あ
る
為
、
之
が
同
時
取
換
に
悩
ん
で
い
る
実
情
で
あ
る
。

今
参
考
迄
に
同
社
各
工
場
の
工
作
機
械
老
朽
程
度
を
概
観
す
れ
ば
左
表
の
迎
り
で
あ

る。

ン

ダ
C 

一九
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パ
イ
プ
部
に
お
い
て
一

o
g
m
の
熱
損
失
が
あ
る
と
と
。

倒
故
障
続
発
の
為
修
理
工
六
名
常
置
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

要
と
し
て
い
る
こ
と
。

C

工

場

同
工
場
は
大
正
入
年
個
人
工
場
買
収
後
、
間
和
十
一
年
以
降
製
鋼
陀
延
部
門
を
明
設
す
る

と
共
に
旧
設
備
の
取
換
を
行
っ
て
含
た
が
、
当
初
か
ら
綜
合
的
な
一
貫
的
計
画
が
な
い
上
に

当
時
の
新
規
設
備
も
既
に
十
数
年
を
経
過
し
、
全
般
的
に
消
耗
が
表
面
化
し
つ
L

あ
る
。
殊

に
戦
時
中
設
備
の
改
修
を
全
く
行
わ
な
か
っ
た
所
為
も
あ
り
、
過
去
一
ヶ
年
聞
の
機
械
の
平

均
故
障
都
は
一

三

・
二
%
に
上
っ
て
い
る
。

同
工
場
の
設
備
公
称
能
力
月
産
問
、
一

O
O砲
、
実
際
能
力
三
、
六

O
O瑚
と
い
わ
れ
て

い
る
が
、
実
績
は
二
十
二
年
四
月
以
降
木
年
三
月
迄
、
月
平
均
て
八
三

O
班
、
最
高
二
、

一
七
O
阻
で
、
突
際
能
力
を
遥
か
に
下
廻
っ
て
い
る
。

之
は
無
論
原
材
料
熟
練
工
の
不
足
に

(3) 

文
運
転
工
三
名
の
増
員
を
必

ILGJ 

九



論

説
(
そ
の
二
)

産
業

・
物
州
等

因
る
点
も
あ
る
が
、
設
備
の
損
耗
に
よ
る
出
力
の
低
下
と
部
分
的
に
は
設
備
維
持
の
為
の
低

能
率
操
業
の
結
果
と
も
考
え
ら
れ
る
。

今
損
耗
の
特
に
顕
著
な
瓦
斯
発
生
炉
に
例
を
と
れ
ば
左
の
通
り
で
あ
る
。

瓦
斯
発
生
炉
七
基
は
昭
和
十
二
年
据
付
後
戦
時
中
の
苛
酷
な
使
用
と
基
盤
枕
下
に
よ
る
傾

瓦

斯

発

生

炉

操

業

状

況迎

松

日

数

(
七
基
合
計
)

JU) 

r.~， 

操

業

日

数

B Z記!
， j抵当 l

j率ネi

凶器平!
l足に炉l
l率対常-

iす些!
I '..Jー:

自
一
二
一
一
、
一

一

至
二
三
、

一一一

目

白
二
三
、
四

一

歪
二
三
、
六

一

白
二
三
、
七

一

芸
二
三
、
九

.

合

計

u

ハ
毒
性
代
)

'1:: 
五

二
六
八

五
O

%

二
九
O

rヒ
J¥. 

7丘

-e 
九

二
九
七

五
凶

二
三
二

八
五
五

五
O 

斜
で
故
障
率
が
高
い
為
、
平
炉
二
基
稼
動
(
月
産
鍋
塊
三
、
五
O
O
魁
)
に
は
瓦
斯
発
生
炉
四

基
が
楳
準
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
保
有
総
数
七
基
を
使
用
す
る
も
尚
必
要
量
の
九
O
%
を
消

足
せ
し
め
て
い
る
に
過
F
な
い
。
こ
の
間
の
事
情
は
左
表
の
示
す
通
り
で
あ
る
。
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減
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並

実
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O
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市
山

九
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四
ご
凹

屯

問、
一一
一
七
六

}
四
、
一
-
一
主

二
、
一二
四
O

一
二
、
O
一
二

九
四

一O
、O
九
六

-
問
、
五
三
六

五

- 1'4 
一四
五 l四
六 O

五

九

=

間

二

、

六

八

八

W
同
情
剛
悶
悶
片品
W

営

者
苛
詩
事
H
飴

-hH43u同
泊
者

H
I
l
l
i
-
-
'

務
総
田
健
×
A

F

者

涜
除
隊

a
a
E枠
"
(
議
決
E

尽〉
X
同・

ω
(
戸
田

G
E益
四
時
時
〉
×
品

o
a
x
同
門
根
涜
砂
剛
骨
)

冷
h
町

、

同
一
円
建
一

ρ
し
庁
制

葉
両
肘

H
〈

H
o
o
-
M哨
桔
副

H
院
樹
煎
打
日
立
時
斗
か
尚
h
m

長
)
X
川
肘
同
町
叫
叫
『
司
冊
円
相
補
片

治
h
R晶
司
祭
司
羽
田
副
片
岡
臼
¥

H

t

∞
同
∞
4
4
4
H
(
H

日
朝
通
戸
師
寺
)

(
忍
苦
バ
〉
お
注
目
用
品
H

主
主

π.
父
、
曲
目
当
審
8

4

1

h司

B
H
H

治
信
也
H

宇

内

w
u
u

、
骨
よ

l

、-、A
F
由

A
工
場
に
お
い
て
は
一
般
化
炭
京
発
生
率
は
二
七
%
で
あ
る
の
に
比
し
、
同
工
場
で
は
二

一
%
前
後
に
止
っ
て
お
り
、
設
備
の
凱
叫
れ
が
か
、
ふ
る
熱
仙
川
部
低
下
と
な
っ
て
現
わ
れ
つ
L

あ

る。
ω
同
社
戦
前
の
設
備
償
却
制
は
原
価
の
五
%
を
占
め
て
い
た
が
現
絞
で
は

0
・
二
%
を
上
下

し
て
い
る
程
度
で
、
そ
れ
丈
イ
ン
フ
レ
品
進
に
伴
う
償
却
不
足
が
課
税
し
て
経
理
而
か
ら
設

備
制
修
能
力
が
減
殺
さ
れ
つ
L

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
あ
。
以
上
の
如
〈
会
社
の
設
備
は
合

般
的
に
老
朽
状
態
に
政
り
現
住
平
均
総
動
車
問
五
%
と
い
わ
れ
て
い
る
。
之
が
対
慌
と
し

て
、
既
に
応
急
的
般
的
放
に
技
術
改
部
計
制
な
災
施
小
で
妹
に
C
工
場
は
相
当
の
効
娘
役
収

め
て
い
る
模
様
で
あ
る
。
目
下
総
合
的
な
長
別
対
餓
刷
立
小
で
稼
動
部
七
O
%
以
上
を
日
制
仰

と
し
所
史
資
金
は
B
工
場
丈
で
も
主
他
門
官
下
る
ま
い
と
見
ら
れ
て
い
る
。

H
H

某
化
学
工
業
会
社

間
社
は
A
製
地
一
山
に
お
い
て
硫
安
、
硫
酸
、
過
燐
酸
石
灰
、

B
製
造
所
に
お
い
て
染
料
、
染

料
中
刷
物
を
製
巡
し
て
い
る
が
、
何
れ
も
昭
和
九
年
頃
設
備
の
拡
充
及
び
更
新
を
行
っ
た
も
の

で
、
闘
に
耐
川
年
限
を
経
過
し
て
お
り
、
そ
の
問
拡
張
の
外
は
部
分
的
応
急
修
引
が
施
さ
れ
た

の
み
で
あ
あ
。
従
っ
て
戦
時
中
の
酷
伎
と
相
候
っ
て
現
夜
根
本
的
に
取
挽
文
は
改
修
を
必
安
と

す
ゐ
事
態
に
立
主
っ
て
い
る
。
尤
も
A
製
造
所
は
肥
料
関
係
で
耶
業
の
・
緊
要
性
が
向
い
為
終
戦

後
悦
泊
さ
れ
、
般
仙
の
修
復
は
相
当
進
捗
し
現
作
地
役
肋
・
短
二
一
五
百
万
円
に
上
っ
て
い
る
央

情
に
在
る
の
で
、

此
処
で
は
特
に

B
製
油
所
の
一
工
場
を
採
り
上
げ
る
こ
と
L
す
ゐ
。

同
.
ー
一
場
は
旧
税
制
の
流
O
%
は
戦
災
を
受
け
た
為
、
現
存
散
備
の
訴
用
に
盟
点
を
お
〈
一
力

戦
災
担
旧
止
を
も
行
い
逐
次
立
直
り
の
態
勢
に
在
る
が
、
現
在
院
路
と
見
ら
れ
て
い
る
の
は
染
料



製
造
に
要
す
る
硫
酸
製
造
設
備
の
老
朽
で
あ
る
。
同
工
場
は
日
産
一

O
躍
の
ル
ル
ギ
式
接
触
硫

酸
設
備
を
有
し
て
い
る
が
、
建
設
後
既
に
十
四
年
を
経
過
し
て
い
る
。
元
来
硫
酸
設
備
は
消
耗

度
が
高
〈
、
一
般
耐
周
年
数
は
十
年
以
内
と
い
わ
れ
て
い
る
点
か
ら
み
て
も
凡
そ
の
老
朽
の
状

某
化
学
工
業
会
社
B
製
造
所
硫
酸
工
場
設
備
耐
用
余
力
状
況

|合 |十|六 |ー !ー
ケ iヶ
年 !年
組 |超
十 |六
ケ |ケ
年 |年
以 |以
下|下

機

械

及

装

置

名

焔
抗
刺
1
州
制
捌
別
問
l
刑
制
捌
油
通

機
、
ポ
ン
プ
、
送
風
機

洗
撒
管
、
沈
澱
榊
、
乾
燥
機
、

ぷL
7 

後

年ia
l12 

I校

~~ 
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昭

ブh

l昭

プ』

ケ

吸
収
塔

|凶

九

~
了
品
交
附
刊
、

JRfj
加
岨

陪
凶
円
富
田
岡
お
川
H

W

けハ
h
m引

昭

一
O
、

ケ

年

趨

過

官
動
機

か
L

る
設
備
の
損
耗
に
よ
り
硫
酸
製
造
工
程
に
お
け
る
硫
黄
効
率
は
標
準
八

ovmに
対
し
、

現
在
次
表
に
示
す
通
り
平
均
六

O
%程
度
に
止
っ
て
い
る
。

硫

酸

製

造

工

程

に

お

け

る

硫

黄

効

率

の

推

移

i'J 』 一 年一一、
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0 七二九七五八二コー. % 当長一
一

硫酸標硫産生
描ー

-回 2iE 些8能カ
考

屯0 屯

次
に
硫
酸
工
場
の
償
却
及
び
修
繕
状
況
を
み
る
に
、
建
設
総
額
一
四

O
、
五
三
四
円
に
対
し

主

要

企
業
設
柿

の

損

粍

状

況

況
が
察
知
出
来
る
。
現
に
本
年
十
月
以
降
酸
洩
れ
に
よ
り
各
装
置
の
故
・
陣
が
続
出
し
て
い
る
有

様
で
、
殊
に
陪
焼
炉
の
如
き
は
こ
の
植
に
放
置
す
れ
ば
数
ヶ
月
を
出
で
ず
し
て
崩
壊
の
危
険
に

牒
さ
れ
る
も
の
と
さ
え
い
わ
れ
て
い
る
。
之
等
の
設
備
の
現
況
は
左
表
の
通
り
で
あ
る
。

年
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現
在
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年|数償

!輩出ldli

l年定

取

月

0'六

十

五匹

一
一
|
二
-、

白、
】ノ

一一

イ蝿

年

占

A
l
-
-
E、

~f三

十

既
償
却
額
三
二
、
五
六
穴
円
、
現
在
の
帳
簿
価
額
一
八
、
九
六
八
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
時

価
に
よ
る
再
建
設
価
額
は
一
一
一
一、
一

一一一
一一
千
円
と
見
積
ら
れ
て
お
り
、
と
の
内
償
却
相
当
額
は

一
一
、
六
九
四
千
円
で
め
る
か
ら
償
却
不
足
は
一

一
、
五
七
二
千
円
に
遣
す
る
わ
け
で
あ
る
。

以
上
の
様
な
経
理
面
の
重
圧
か
ら
設
描
の
損
耗
が
累
加
し
て
い
る
と
と
は
疑
い
な
〈
、
此
の
期

間
中
修
結
費
と
し
て
経
費
支
出
で
処
理
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
約
二
、

0
0
0千
円
を
控
除
す

る
も
現
有
設
備
維
持
の
為
に
は
、
丸
、
五

O
O千
円
程
度
の
新
投
資
を
必
要
と
す
る
の
で
あ

る。
之
が
対
策
と
し
て
会
社
で
は
目
下
最
低
予
算
八
、

0
0
0千
円
を
以
て
設
揃
柿
修
計
削
を
樹

て
、
持
株
会
社
盤
理
委
員
会
の
示
認
を
う
け
目
下
資
材
割
当
資
合
借
入
手
配
中
で
之
が
完
成
後

は
標
準
生
産

(
λ
O
%
)を
確
保
し
得
る
見
込
で
あ
る
。

同
某
夜
通
会
社

鉄
道
軌
道
附
係
は
国
鉄
を
始
め
と
し
て
戦
時
戦
後
を
通
じ
て
の
酷
使
と
般
備
の
更
新
が
不
充

分
で
あ
っ
た
為
捌
粍
企
業
の
代
表
の
械
に
云
わ
れ
、
最
近
に
至
り
私
鉄
は
漸
〈
表
而
ト
蒋
請
を

取
戻
し
た
感
が
あ
る
が
、
長
期
に
一回
一
つ
て
の
減
耗
は
容
易
に
団
組
し
切
れ
ず
燃
も
人
件
費
経
費

の
相
臨
「
門
叩
脆
に
よ
り
経
理
的
に
設
備
補
修
能
力
が
剥
榔
得
さ
れ
つ
L
あ
る
実
情
で
、
設
備
関
係

五



論

説
(
そ
の
二
〉

産
業
・
物
価
等

は
増
資
及
借
入
金
で
漸
く
補
填
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
今
一
般
利
用
度
の
高
い
某
電
鉄
会
社

に
つ
き
そ
の
現
況
を
み
る
に
次
の
通
り
で
あ
る
。

電
気
軌
道
設
備
は
土
木
(
軌
条
、
枕
木
、
砂
利
)
車
輔
及
電
気
の
一
一
一部
門
に
大
別
し
う
る
が
、

戦
災
関
係
は
何
れ
込
殆
ん
ど
複
旧
済
で
、
)
般
的
損
耗
は
土
木
関
係
が
最
も
顕
著
で
、
車
輔
が

之
に
次
宮
、
電
気
部
門
に
は
特
に
問
題
と
す
る
程
磨
耗
は
み
ら
れ
な
い
。

制

土

木

部

門

凶

軌

条
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状

況
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O
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一

-
一
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-
一一一一

合

計

敷

設

軌

条

重

量

H討

和

最
近
の
突
地
訓
査
に
よ
れ
ば
、
総
延
長
八
九
八

・
八
粁
の
内
危
険
区
域
と
目
さ
れ
る
の

国
鉄
の
一
四
%
に
較
べ
れ
ば
若
干

良
好
で
は
あ
る
が
、
部
分
的
に
は
某
仙
酬
の
カ
l
ヴ
の
如
〈
特
に
熔
託
の
酷
い
も
の
が
あ

は
一
一

一一
て
玉
λ
析
で
一

一
・
七
%
K
及
ん
で
居
り
、

り
、
又
折
損
の
可
能
性
の
波
厚
な
筒
所
も
散
見
せ
ら
れ
る
。

(B) 

枇

木

枕
木
は
版
設
総
数
七
五
回
、

一
九
ご
挺
で
耐
用
命
数
は
平
均
五
|
七
年
と
な
っ
て
い
る

か
ら
一
ヶ
年
最
低
耐
火
吏
換
数
は
一

O
七
、
八

O
O
(
一
四

・
一
二
%
)
と
宿
る
。
昭
和
十
七
年

五

軌
条
は
カ
l
ヴ
で
は
耐
用
コ
一

l
四
年
、
ス
ト
レ
ー
ト
一
一
一

O
年
、
平
均
三
五
年
と
い
わ
れ

て
お
り
年
四
%
の
更
換
を
必
要
と
す
る
わ
け
で
あ
る
。
然
し
現
在
迄
の
状
況
は
左
一
表
に
示

す
通
り
最
も
更
般
の
良
好
な
主
要
綜
に
お
い
て
も
戦
時
中
は
標
準
率
を
維
持
し
て
き
た

が
終
戦
後
は
平
均
三
銘
と
一
%
下
廻
っ
て
い
る
。
或
る
線
は
最
近
逐
次
柿
修
成
績
が
良
〈

な
り
つ
L
あ
る
が
、
戦
時
以
来
の
累
積
的
損
耗
の
阻
止
及
び
柿
填
へ
の
苛
臓
が
窺
わ
れ

る。
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問
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五
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・
八
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三
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八
九
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換

霊
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一
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0
・三

一
・一

0
・一

0
・六

一一
・
一

一
了
間
一

一
・
二
一一一一

以
降
の
吏
挽
突
縦
は
次
表
の
如
ぐ
、
附
和
二
十
年
を
庇
と
し
て
漸
次
上
昇
し
つ
L
あ
る

が
、
年
平
均
は
λ

・
七
四
%
で
楳
埠
吏
税
率
を
遥
か
に
下
廻
っ
て
お
り
、
之
が
過
去
七
ケ

年
聞
に
お
い
て
二
八

}
千
誕
の
磨
耗
枕
木
の
累
私
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
。
二
十
二
年

四
月
突
刺
の
結
果
で
は
弛
枕
木
で
即
急
吏
換
必
要
数
は
二
四
二
千
挺
に
上
り
蚊
龍
数
の
一
一
一

五
・
五
%
に
上
っ
て
い
る
。
斯
の
如
〈
昭
和
十
七
年
が
仮
に
楳
栴
状
態
に
め
っ
た
と
し
て

も
現
謀
総
数
の
凹
o
u
mに
垂
ん
と
す
る
老
朽
枕
木
が
此
は
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
L
な
り
、

今
後
の
成
行
が
危
供
さ
れ
て
い
る
。



砂

利

砂
刺
は
レ
ー
ル
、
枕
木
の
適
正
保
純
平
輔
の
順
調
な
運
行
を
計
る
為
極
め
て
重
要
な

も
の
で
あ
る
。
砂
利
は
振
動
に
よ
る
摩
掠
等
で
次
第
に
細
分
さ
れ
弾
力
性
を
失
っ
て
〈
る

の
で
年
平
均
0
・
九
%
の
更
新
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
然
る
に
過
去
五
ヶ
年
の
更
換
実

績
は
左
衰
の
如
〈
年
平
均

0
・
三
%
に
止
り
更
換
不
足
量
は
二
六
、
三
五
五
砲
に
上
っ
て

い
る
。
之
は
砂
利
総
量
に
対
し
て
は
一}
一・

二
銘
に
過
ぎ
な
い
が
、
部
分
的
な
隣
耗
集
中
が

随
所
に
み
ら
れ
る
の
で
必
ず
し
も
楽
舗
を
許
さ
な
い
状
況
で
あ
る
。
然
し
剖
在
砂
利
作
業

は
未
だ
充
分
機
械
化
さ
れ
て
お
ら
ず
文
耐
負
制
度
の
改
革
、
労
務
能
市
中
の
低
下
に
よ
り
之

が
U
T
急
補
填
に
は
相
当
の
困
難
が
伴
う
も
の
と
予
想
さ
れ
、
タ
イ
タ
ン
パ

l
の
如
会
高
能

率
機
械
の
使
用
も
考
慮
せ
ら
れ
て
い
る
。
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更
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都

噺

部

門

戦
災
事
師
は
こ
O
輔
で
殆
ん
ど
彼
旧
済
で
あ
る
が
、
終
戦
後
は
稼
動
車
酬
に
対
し
利
用
者

が
相
対
的
に
明
加
し
た
為
、
車
輔
の
損
傷
は
相
当
深
刻
化
し
て
い
る
。
戦
前
の
出
席
率
は
八

O
M
却
で
休
取
は
定
期
検
査
及
び
故
障
修
理
に
よ
る
も
の
が
半
々
で
あ
っ
た
。
然
し
戦
後
一
時

出
陣
率
は
閉
O
箔
迄
低
下
し
た
こ
と
が
あ
り
、
最
近
漸
〈
七
O
路
建
度
に
持
直
し
て
い
る

が
、
消
戦
前
に
比
し
一
O
劣
下
廻
っ
て
い
る
。
こ
の
間
の
推
移
は
次
表
の
通
り
で
あ
る
。
現

在
の
休
平
は
定
期
検
査
一
コ
O
%、
故
障
修
理
七
O
%
で
、
戦
前
に
比
し
故
障
車
の
増
加
が
目

立
っ
て
お
り
燃
も
此
の
内
に
は
長
期
に
一
副
一
る
大
修
緒
を
要
す
る
も
の
も
相
当
見
受
け
ら
れ

五.



論

説
(
そ
の

二
)

産
業

・
物
価
等

る
の
文
稼
動
車
中
に
も
ボ
デ
!
の
全
般
的
弛
緩
等
の
老
朽
漉
・
が
相
当
数
に
上
っ
て
い
る
。
尤

も
之
は
楚
当
り
表
面
化
し
て
い
な
い
が
早
晩
問
題
化
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

事

輔一
年
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席

率
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陣

率

一

一一一九・
五
一

料

電

気

部

門

電
気
部
門
は
戦
災
は
完
全
復
旧
後
で
ト
ロ
リ
l
綿
も
年
標
準
取
換
本
一
一
一一
|
四
%
に
対
し

平
均
一
O
%
を
超
え
て
お
り、

同
社
に
お
け
る
最
優
良
部
門
で
殆
ん
ど
問
題
と
す
る
点
は
な

い。

尤
も
之
は
同
社
に
お
い
て
特
に
見
ら
れ
る
現
象
で
地
方
小
軌
道
に
お
い
て
は
断
線
、
停

電
等
.飢
発
し
、
官
気
部
門
の
消
耗
は
相
当
深
刻
化
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
模
様
で
あ
る
。

以
上
各
部
門
に
一
目
す
概
観
し
た
泊
り
最
近
漸
〈
平
常
態
勢
を
取
民
し
つ
L
あ
る
が
渦
去
に
お

け
る
累
制
的
損
耗
の
一
挙
回
復
は
容
易
で
は
な
く
、
そ
の
上
現
在
の
修
理
資
材
の
質
的
低
下
に

よ
り
、
修
復
後
の
耐
用
命
数
が
嘗
て
の
標
準
に
迷
し
な
い
為
四

l
五
年
後
に
は
全
般
的
な
大
損

粍
が
招
来
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
悲
観
的
見
解
も
見
受
け
ら
れ
る
。
又
経
理
而
よ
り
み
る

も
戦
前
は
辿
賃
収
入
の
凶
O
%
が
敵
備
に
投
入
さ
れ
て
い
た
が
終
戦
後
人
件
費
応
鵬

〈
戦
前
は

ニO
銘
前
後
、
戦
後
運
賃
改
訂
前
七
O
%
、
改
訂
後
四
四
%
)
の
為
現
在
設
備
投
下
余
力
は
一
一

回
l
五

%
に
減
少
し
て
い
る
実
情
で
あ
る
。

然
し
労
働
攻
鈎
に
伴
う
給
与
問
題
の
帰
趨
、
般
的
資
金
制
連
問
胞
の
処
理
等
現
在
の
不
透
明

な
客
観
状
勢
一卜
に
お
い
て
は
、
制
極
的
な
長
別
対
策
は
紛
ー
も
す
れ
ば
見
送
ら
れ
勝
で
、
応
急

出
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年
限
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一一
年
の
も
の
が
最
近
で
は
絶
縁
材
料
粗
.
思
の
為
半
年

乃
至

一
年
位
に
迄
低
下
し
、
休
前
半
続
出
の
閣
を
な
し
て
い
る
。
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三
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六
0
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三
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四

O
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七

0
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=

策
の
積
重
ね
に
よ
り
糊
塗
せ
ん
と
す
る
傾
向
が
あ
る
。
同
社
に
お
い
て
も
未
だ
恒
久
対
策
は
具

休
化
し
て
お
ら
ず
、
技
術
関
係
者
の
悦
案
が
縦
一ホ
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

消
極
的
な
設
備
維
持
策
と
し
て
採
ら
れ
る
の
は
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
で
戦
前
の
最
高
時
辿
一
一

O
粁
、
平
均
八
O
粁
が
現
在
最
高
八
O
粁
、
平
均
六
O
粁
以
内
に
抑
制
さ
れ
て
い
る
。
然
し
軌

道
経
常
は
高
ス
ピ
ー
ド
、
少
数
車
輔
が
経
済
策
と
い
わ
れ
て
腐
る
の
で
、
今
後
は
土
木
関
係
に

題
点
を
換
向
し
、
可
及
的
こ
の
原
則
を
満
足
さ
せ
る
械
努
力
が
傾
注
さ
れ
る
も
の
と
予
想
さ
れ

る。

-七
九
-

六
五
・一二

九
八

八
0
・=一
-

六
人
}

六
凹
・二一

一
一
四
一

ムハ斗ハ
・一一一
一

一一一一

一

五
九
・六
一

三
九

O
一

六
七
・
二

一一一一、

_'-ノ、

ー
一一一一、
-'_ 
ノ、

帥

某
電
力
会
社

同
社
は
旧
悩
力
会
社
四
二
祉
を
統
合
し
た
も
の
で
あ
り
そ
の
際
の
条
件
が
主
と
し
て
利
拡
都

に
お
か
れ
た
為
、
各
社
は
椴
備
の
維
持
改
普
を
計
る
よ
り
は
む
し
る
酷
使
念
行
い
(
例
え
ば
発

市
部
門
)
そ
の
為
統
合
時
に
は
相
当
の
不
良
殻
備
が
紙
示
さ
れ
た
こ
と
は
争
え
な
い
。
然
も
そ

の
後
戦
時
態
鈎
強
化
の
為
設
備
の
維
持
丈
で
手

一
杯
と
注
り
、
過
去
の
損
傷
設
備
の
修
復
は
望

む
べ
く
も
な
く
、
吏
に
銅
供
出
の
為
常
時
稼
動
線
以
外
は
凡
て
撤
去
さ
れ
た
の
で
、
電
線
の
消

耗
が
轄
し
く
進
行
す
る
結
果
と
な
っ
た
。



同
社
の
設
備
は
発
電
、
送
電
、
変
電
及
び
配
電
関
係
に
区
分
さ
れ
る
の
で
、
今
之
等
の
個
々

に
つ
き
既
述
の
一
般
的
原
因
及
び
前
記
特
殊
要
因
に
基
〈
設
備
の
損
耗
状
況
を
見
る
に
次
の
通

り
で
る
る
。

υn 
発

電

設

備

統
合
当
時
五
千
キ
ロ
以
下
の
発
電
所
は
配
電
会
社
に
所
属
す
る
こ
と
と
な
り
、
現
在
λ
九

ケ
所
ベ

七
七
千
キ
ロ
が
稼
動
し
て
い
る
が
、
こ
の
内
建
設
後
二
O
年
以
上
二
五
年
来
備
の
も

の
が
こ
O
形
、
ニ
近
年
以
上
経
過
し
た
も
の
が
七
O
%
を
占
め
、
然
も
統
合
直
前
の
酷
使
と

手
入
不
充
分
の
為
、
消
耗
度
が
若
し
〈
進
行
し
、
現
在
実
際
出
力
は
四
O
千
キ
ロ
迄
低
下
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
例
え
ば
水
車
の
如
き
は
差
当
り
修
理
を
要
す
る
破
損
鮪
所
が
五
回
に

土
っ
て
い
る
。

例

送

配

電
線
中
架
空
線
の
戦
災
(
約

一
O
%
)
は
大
半
復
旧
を
完
了
し
た
が
、
戦
時
・
中
の
銅
線

供
出
で
更
新
が
中
断
さ
れ
た
為
、
年
標
準
取
換
郡
五
%
(
耐
周
年
限
二
O
年
〉
が
充
足
さ
れ
ず

突
蹴
は
平
均
二
!
一ニ
%
で
あ
る
。
尤
も
耐
周
年
数
に
制
合
弾
力
性
が
あ
る
為
未
だ
特
に
表
面

化
は
し
て
い
な
い
が
、
被
覆
が
損
傷
し
、
銅
体
の
鰐
出
し
た
も
の
も
各
所
に
認
め
ら
れ
て
い

る。
地
中
綿
は
戦
災
一
一一
i
五
%
で
未
だ
充
分
に
修
復
が
行
わ
れ
て
居
ら
ず
、
経
過
年
数
ニ
O
年

以
上
の
も
の
が
二

|
三
O
郊
に
及
ん
で
い
る
為
、
早
急
手
当
を
必
要
と
す
る
状
況
で
あ
る。

電
柱
は
大
体
芳
命
二
O
年
と
い
わ
れ
年
五
%
の
吏
換
が
必
要
で
あ
る
が
、
実
情
は
次
の
通

り
最
近
に
お
い
て
も
三
銘
以
内
に
止
っ
て
い
る
。

一

白

一
二
、

一

部

記

一

一

二
、

一

木
柱
現
在
数

一

組

替
数

一

建

替

率

了

二

%

制

変

電

設

備

変
電
所
は
造
作
が
極
め
て
堅
牢
で
あ
っ
た
為
、
幸
い
大
半
戦
災
を
免
れ
、

}
般
損
耗
も
概

し
て
軽
微
で
あ
る
。
然
し
変
電
器
は
冷
却
装
置
の
取
換
が
、
当
面
緊
急
問
題
と
な
っ
て
い

る。

一O三

向

一

一二
、

一
O

歪

二
一二
、

三

七
O
五
、
四
二
回
挺

一
八
、
四
一
七
挺

ニ
・
六
五
%

主
要
企
業
殻
舶
の
抗
粍
状
況

十引の
如
き
物
的
損
耗
に
加
え
、
終
戦
後
の
人
件
費
、
腕
入
電
力
料
の
昂
闘
で
磁
眼
前
よ
り

す
る
圧
迫
も
強
く
、
設
備
の
改
修
は
専
ら
増
資
及
び
外
部
負
債
に
依
存
す
る
外
な
く
日
和
見

的
経
営
を
続
け
て
き
た
が
、
最
近
漸
く
設
備
計
画
の
大
綱
が
極
り
つ
L
あ
る
様
様
で
あ
る
。

現
在
具
体
化
し
て
い
る
の
は
=
十
四
年
度
上
半
朋
迄
の
設
備
特
別
改
修
六
凶
三
宵
万
円
(
借

入
金
)
、
特
別
修
繕
凶
九
八
百
万
円
(
自
己
資
金
、
一
部
借
入
金
)
合
計
て
一
四
一
百
万
円

の
二
本
組
計
問
、
前
省
は
償
却
設
備
更
新
識
に
敵
航
合
問
化
の
為
、
後
者
は
小
修
理
及
び
間

接
償
却
に
よ
る
通
常
修
繕
の
為
で
、
同
峨
計
画
が
今
後
一-
一
ヶ
年
円
滑
に
行
わ
れ
れ
ば
大
体
平

常
態
勢
を
磁
保
し
う
る
・
出
で
あ
る
。

以
上
の
四
社
の
設
備
損
耗
状
況
を
通
観
す
る
に
戦
時
中
は
設
備
酷
使
に
加
う
る
に
資
材
労
務

の
不
足
-
戦
後
は
イ

γ
フ
レ
K
よ
る
過
少
償
却
と
資
金
難
が
主
因
と
な
っ
て
設
備
内
容
が
悪
化

の
一
途
を

辿
っ
て
き
た
。
最
近
漸
く
社
外
資
木
の
導
入
に
よ
り
、

逐
次
回
復
の
曙
光
が
見
え

っ
L
あ
る
が
、
米
だ
民
粍
進
行
の
阻
止
段
階
か
ら

一
歩
前
進
し
た
程
度
に
過
ぎ
ず
、
現
状
の
趨

推
穆
す
る
場
合
は
過
少
償
却
の
媒
税
と
の
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー

ム
を
統
け
る
に
止
り
、
楽
細
は
帯
さ

れ
な
い
。

側

結

び

以
上
四
社
の
例
に
よ
れ
ば
設
備
の
損
耗
は
粁
並
に
相
当
深
刻
化
し
て
い
る
と
と
は
認
め
ら
れ

る
が
、

ウ/一等
は
何
れ
も
一
般
に
高
度
損
耗
企
業
と
見
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
と
れ
を
以
て
直
ち

に
全
般
を
規
定
す
る
の
は
速
断
の
識
を
免
れ
な
い。

然
し
設
備
を
損
耗
せ
し
め
た
主
要
事
情
が
、
戦
時
酷
使
と
い
え
戦
後
イ
シ
フ
レ
と
い
え

我
国
経
済
の
器
撤
に
繋
っ
て
い
る
の
で
あ
る
以
上
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
凡
て
の
企
業
に
お

け
る
共
通
現
政
で
あ
る
こ
と
は
疑
を
容
れ
な
い
処
で
あ
る
。
従
っ
て
前
掲
常
例
の
如
き
狽
粍
が

貌
を
変
え
て
、

一
般
企
業
に
浸
潤
し
つ
L
あ
り
、
こ
の
錦
、
放
置
す
る
限
り
早
晩
企
業
全
般
に

一日
一
っ
て
釦
在
化
し
て
来
る
可
能
性
が
濃
厚
で
あ
る
。

之
が
対
策
と
し
て
は
積
極
的
に
は
標
準
稼
動
率
確
保
の
為
設
備
の
更
新
修
復
を
行
う
こ
と
で

あ
り
、
又
企
業
経
理
面
か
ら
は
戦
時
酷
使
、
戦
後
イ
ン
フ
レ
に
よ
り
累
積
し
た
過
少
償
却
を
補

填
し
そ
の
進
行
を
阻
止
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
為
回
定
資
産
の
評
価
換
、

E
常
在
高
法
の
採

用
が
企
業
者
側
の
要
望
す
る
処
と
な
っ
て
い
る
。
無
論
私
企
業
と
し
て
は
こ
れ
に
よ
り
固
定
資

産
の
過
少
償
却
問
題
は
一
応
解
決
さ
れ
る
こ
と
L
な
る
。
然
し
之
が
認
否
に
当
つ
て
は
大
所
高

五
五



論

説
(
そ
の

二
)

産
業

・
物
価
等

所
よ
り
総
資
本
的
立
場
か
ら
す
る
慎
重
な
検
討
が
必
要
と
思
わ
れ
、
こ
の
間
の
適
正
な
調
整
を

図
る
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。
尤
も
暫
定
的
に
は
課
税
及
び
公
価
決
定
の
場
合
に
お
い
て
そ
の
間

接
的
効
果
を
期
待
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
尚
軽
々
の
判
断
は
許
さ
れ
な
い
。

翻
っ
て
現
在
喧
伝
さ
れ
て
い
る
企
業
合
理
化
の
観
点
よ
り
す
る
も
設
備
の
適
疋
規
模
へ
の
集

約
と
損
耗
設
備
の
更
新
改
普
に
よ
り
生
産
水
準
の
高
位
安
定
を
実
現
し
、
生
産
要
素
の
効
率
的

結
合
を
図
る
必
袈
の
あ
る
の
は
費
言
を
袈
し
な
い
処
で
、
同
時
に
之
が
我
国
経
済
の
恒
久
的
安

定
の
文
柱
と
も
な
る
も
の
で
あ
る
。
(
大
阪
支
陪

池
本
)

企
業
の
金
詰
り
と
賃
金
支
払
の
遅
延
、

合
理
化
の
状
況
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司
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1

次

一
、

は

し

が

会

二
、
賃
金
支
払
の
遅
延

三
、
徴
税
の
影
響

凶
、
生
産
に
対
す
る
影
響

五
、
合
理
化
の
状
況

目

て

は

し

が

き

産
業
界
一
一
般
が
金
詰
り
に
怖
い
で
来
て
い
る
こ
と
は
慨
に
久
し
く
、
改
め
て
指
摘
す
る
ま
で

も
な
い
所
で
あ
る
が
、
経
済
九
原
則
の
災
施
態
勢
の
進
紗
、
単
一
為
替
レ
l

卜
の
設
定
等
に
よ

っ
て
一
層
深
ま
り
つ
L
あ
り
、
他
而
に
於
て
一
般
消
費
者
の
有
効
需
要
の
減
退
は
市
場
に
於
け

る
売
手
と
買
手
間
の
地
位
の
転
倒
在
招
来
す
る
迄
に
な
っ
て
い
る
。
終
戦
後
二
、
三
年
の
問
は

な
お
買
手
間
の
競
争
・
が
強
く
生
a

舵
せ
ら
れ
た
陶
品
の
品
質
の
良
否
を
些
し
て
問
題
と
せ
ず
消
化

ぜ
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
品
近
に
於
て
は
事
情
は

一
変
し
、
市
場
ば
売
手
間
の
競
争
が
中
心
と

h

は
り
つ
L

あ
り
、
各
企
業
は
金
詰
り
と
賃
金
騰
立
に
苦
悩
し
つ
L
、
生
い
が
貨
の
切
下
と
、
商
品

五
六

の
品
質
の
時
味
に
努
力
を
払
い
激
化
し
て
ゆ
〈
販
売
競
争
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

て
い
る
。
か
〈
て
特
殊
の
商
品
を
除
き
、
多
〈
の
企
業
に
於
て
容
易
に
尚
品
販
売
を
行
い
え
た

時
期
は
過
去
の
も
の
と
な
り
つ
L
あ
り
、
企
業
は
単
に
金
詰
り
を
如
何
に
打
開
す
る
か
の
糊
設

的
段
階
か
ら
進
ん
で
合
理
化
を
要
望
さ
れ
る
所
に
あ
り
、
優
勝
劣
敗
の
岐
路
に
当
而
し
つ
与
あ

る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

金
詰
り
に
よ
る
賃
金
支
払
の
遅
延
、
資
木
の
回
転
期
間
の
仲
長
等
が
一
般
化
し
つ
L
あ
る
に

も
拘
わ
ら
ず
、
現
在
ま
で
の
所
生
産
が
、
金
詰
り
の
結
果
と
し
て
後
退
せ
し
め
ら
れ
る
如
、
賞
、
影

響
は
強
〈
現
わ
れ
て
お
ら
ず
、
文
企
業
の
合
理
化
特
に
そ
の
典
型
的
な
も
の
で
る
る
人
員
整
理

に
つ
い
て
も
、
未
だ
潜
在
的
な
域
を
脱
せ
ず
、
本
給
的
に
町
出
関
す
る
ま
で
表
面
化
し
て
い
る
と

は
い
え
な
い
桜
械
で
あ
る
。
各
企
業
と
も
合
理
化
の
必
要
を
痛
感
し
つ
L
も
な
お
、
か
L
る
段

階
に
低
迷
し
て
い
る
の
は
、
事
業
界
が
金
詰
り
に
よ
り
販
売
代
金
の
回
収
闘
雛
を
b
c
た
し
売
掛

金
を
累
増
せ
し
め
つ
L
あ
る
が
他
方
に
於
て
原
料
、
諸
経
費
等
の
未
払
金
を
増
大
せ
し
め
、
或

い
は
手
持
在
陣
の
喰
演
し
等
の
形
式
に
よ
っ
て
、
収
支
阿
部
町
の
或
程
・
肢
の
バ
ラ
ン
ス
を
維
持

し
て
い
る
こ
と
、
又
人
員
整
理
の
形
態
に
よ
る
合
理
化
の
断
行
は
労
働
組
合
の
勢
力
が
強
〈
、

且
つ
又
退
職
金
の
捻
出
が
困
難
等
の
準
備
に
よ
っ
て
ん
容
易
に
実
行
に
移
し
え
な
い
こ
と
等
に
よ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
然
し
乍
ら
未
払
金
の
増
大
と
い
っ
て
も
最
早
飽
和
点
に
近
〈
、
こ
れ

以
上
売
掛
金
の
回
収
離
が
激
化
し
、
未
払
金
が
県
柏
し
て
は
、
企
業
経
営
は
破
綻
に
追
い
込
ま
れ

ざ
る
を
え
な
い
。
経
営
の
抑
力
性
の
乏
し
い
企
業
に
於
て
人
員
旅
理
が
強
行
を
み
つ
L
あ
り
、

或
は
賃
金
支
払
の
遅
延
が
多
く
の
企
業
に
波
及
を
み
つ
L
あ
る
の
は
こ
の
証
左
で
あ
り
、
そ
れ

は
や
が
て
一
般
的
な
合
引
化
に
向
つ
て
の
先
触
れ
で
あ
る
と
云
う
こ
と
が
出
来
る
。
又
生
時
・は

哨
加
を
み
て
い
る
も
の
¥
か
L

る
情
勢
が
そ
の
ま
L

に
放
問
さ
れ
L

ば
生
産
渋
滞
に
陥
る
倶

れ
な
し
と
し
な
い
。
A

脱
出
り
に
よ
る
経
営
悶
般
を
訴
え
て
い
る
も
の
は
、
各
業
磁
を
迎
じ
て
中

小
企
業
に
最
も
多
く
、
あ
ら
ゆ
る
矛
盾
の
結
果
は
殆
ん
ど
中
小
企
業
が
先
づ
負
担
せ
し
め
ら
れ

て
い
る
。
又
戦
附
中
の
軍
市
工
場
よ
り
転
換
し
た
些
腕
脆
弱
な
工
場
も
殆
ん
ど
そ
の
例
に
洩
れ

な
い
。
業
腫
と
し
て
は
機
械
工
業
関
係
、
特
に
舵
沼
気
部
門
に
多
〈
、
屯
気
機
部
、
通
信
機

械
、
光
掌
機
械
等
で
、
又
金
属
工
業
、
自
動
車
工
業
、
白
紙
市
工
業
、
土
建
設
鮮
に
も
至
っ
て

、
3
0

-w
v
r、

ん
よ
い
問
、

l

;

 
か
L

る
企
業
の
金
詰
り
と
関
聯
し
て
注
目
-
一
を
安
す
る
所
は
、
出
近
に
於
け
る
企
業
経


